
新
・
日
本
オ
ー
ト
ル
ー
ト

高
尾
　
文
雄

山
ス
キ
ー
ル
ー
ト
図
集
を
見
る
と
、
日

本
オ
ー
ト
ル
ー
ト
と
し
て
立
山
〜
槍
の
ス

キ
ー
縦
走
が
出
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス
で

は
ス
キ
ー
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い

て
、
滑
走
距
離
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
自

分
な
り
に
ス
キ
ー
の
滑
降
を
重
視
し
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ル
ー
ト
を
考
え
出
そ
う
と

思
っ
た
。
最
近
は
本
場
の
オ
ー
ト
ル
ー
ト

に
も
興
味
が
出
て
、
ル
ー
ト
を
調
べ
た
り
、

行
っ
た
人
に
様
子
を
聞
い
た
り
し
て
い
た

の
で
こ
れ
も
ル
ー
ト
造
り
の
参
考
と
な
っ

た
。地

形
図
を
よ
く
見
て
検
討
を
重
ね
、
ス

キ
ー
を
最
大
限
に
使
え
る
新
・
日
本
オ
ー

ト
ル
ー
ト
と
名
付
け
た
。
ル
ー
ト
は
お
お

む
ね
谷
と
谷
を
峠
で
結
び
、
稜
線
を
縫
う

よ
う
に
し
て
ス
キ
ー
で
上
り
下
り
す
る
。

九
六
年
、九
七
年
、九
九
年
、
二
〇
〇
〇

年
の
四
回
に
分
け
て
行
っ
た
が
、（
一
）

立
山
〜
北
ノ
俣
、（
二
）
北
ノ
俣
〜
槍
ヶ

岳
、（
三
）
立
山
〜
毛
勝
、（
四
）
唐
松
〜

針
ノ
木
で
あ
る
。

ル
ー
ト
中
の
大
滑
降
の
ポ
イ
ン
ト
は

（
一
）
で
は
御
山
谷
、
廊
下
沢
、
薬
師
沢
、

北
ノ
俣
西
斜
面
、（
二
）
で
は
赤
木
沢
、

黒
部
五
郎
の
カ
ー
ル
、
双
六
谷
、
蒲
田
川

左
俣
、
槍
沢
、（
三
）
で
は
御
前
谷
、
西

仙
人
谷
、
折
尾
谷
、
東
又
谷
、（
四
）
で

は
シ
ラ
タ
ケ
沢
、
コ
ヤ
ウ
ラ
沢
、
扇
沢
、

針
ノ
木
雪
渓
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
黒
部

側
の
谷
に
は
あ
ま
り
人
が
入
ら
な
い
の

で
、
自
分
た
ち
の
滑
り
が
満
喫
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

（
一
）
〜
（
四
）
と
も
に
山
行
全
体
を

通
し
て
特
殊
な
技
術
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
雪
質
に
よ
り
ス
キ
ー
の
滑
降

技
術
は
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
が
必
要
だ
。

す
ば
や
く
、
転
ば
ず
に
重
荷
を
背
負
っ
て

滑
れ
る
技
術
が
必
要
と
な
る
。
当
然
メ
ン

バ
ー
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ル
ー
ト
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
る
の
で
、
個
々
の
谷
の
困
難
さ
だ

け
で
判
断
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ

こ
が
ま
た
こ
う
い
っ
た
ス
キ
ー
縦
走
の
魅

力
で
も
あ
る
。

時
期
は
総
合
的
に
見
て
、
五
月
の
連
休

あ
た
り
が
ベ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
天
気
が
安

定
し
て
い
な
い
と
、
ど
の
ル
ー
ト
も
な
か

な
か
貫
徹
す
る
の
は
難
し
い
。
谷
底
へ
毎

日
降
り
て
は
登
り
直
す
こ
と
に
な
る
の
で

先
々
ま
で
の
天
気
の
見
極
め
が
重
要
と
な

る
。こ

れ
ら
の
ル
ー
ト
の
取
り
方
、
選
び
方

は
ま
だ
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま

だ
色
々
と
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

出
し
て
新
た
な
ル
ー
ト
を
造
っ
て
行
き
た

い
。
ル
ー
ト
造
り
に
注
意
し
て
い
る
点
は

一
、
朝
一
番
の
滑
降
は
避
け
た
方
が
無
1
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3

難
。
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
場
合
が
多
く
危
険
。

二
、
午
後
遅
い
滑
降
も
避
け
た
方
が
い
い
。
雪
が

ブ
レ
ー
カ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

三
、
谷
沿
い
の
ル
ー
ト
が
多
い
の
で
、
雪
崩
に

は
細
心
の
注
意
と
事
前
の
学
習
、
ビ
ー
コ
ン
等
の
装

備
の
携
帯
が
必
要
。（
五
月
で
も
大
雪
は
降
る
）

四
、
年
に
よ
り
積
雪
状
態
が
か
な
り
違
う
。
特

に
谷
筋
は
割
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
。五

、
上
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
落
石
等
に
も
注
意

が
必
要
で
、
テ
ン
ト
地
に
は
安
全
な
場
所
を
選
び
、

危
険
地
帯
を
登
る
場
合
は
朝
早
く
通
過
す
る
。

最
後
に
今
後
可
能
性
の
あ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
夢
の
よ
う
な
ル
ー
ト
も

含
め
、
色
々
と
考
え
て
い
る
。

・
黒
部
川
の
横
断
で
後
立
山
と
立
山
側
を
ス
キ
ー

で
結
ぶ
。

・
北
ア
ル
プ
ス
以
外
の
山
域
で
同
様
な
ル
ー
ト
取

り
を
考
え
る
。

（
例
え
ば
、
笹
ヶ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
周
辺
で
は
九
三
年

に
次
の
よ
う
な
山
ス
キ
ー
を
山
田
ポ
ー
ル
君
達
と
行

っ
た
。

小
谷
温
泉
〜
天
狗
原
山
〜
金
山
沢
滑
降
〜
裏
金
山

〜
焼
山
〜
北
面
台
地
滑
降
〜
水
無
谷
〜
海
谷
滑
降
〜

昼
闇
山
〜
昼
闇
谷
滑
降
〜
焼
山
温
泉
）

山
ス
キ
ー
は
ま
だ
ま
だ
色
々
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ル
ー
ト
造

り
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
た
い
。

踏
査
記
録

（
一
）
立
山
〜
薬
師
〜
北
ノ
俣

室
堂
か
ら
入
山
す
る
。
一
ノ
越
ま
で
は
シ
ー
ル
で

登
る
。
一
ノ
越
か
ら
は
御
山
谷
を
滑
る
。
標
高
一
八

〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
滑
る
が
、
重
荷
の
た
め
普

段
の
滑
り
が
で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。

右
岸
の
尾
根
に
一
ノ
越
か
ら
見
る
と
窓
の
よ
う
に

見
え
る
コ
ル
へ
シ
ー
ル
で
登
り
返
す
。
そ
の
標
高

二
〇
五
六
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
か
ら
中
の
谷
へ
滑
り
込

む
。
少
し
急
だ
が
デ
ブ
リ
も
な
く
快
適
に
滑
れ
る
。

今
度
は
中
の
谷
か
ら
刈
安
峠
ま
で
登
り
返
す
。
急

で
、
斜
面
の
上
部
の
雪
面
は
亀
裂
が
入
っ
て
い
て
今

に
も
崩
れ
そ
う
に
見
え
る
。
ス
キ
ー
は
担
い
で
登
る
。

刈
安
峠
か
ら
の
尾
根
は
ヤ
セ
て
い
て
シ
ー
ル
で
は

歩
き
づ
ら
い
。
途
中
で
ス
キ
ー
を
担
く
こ
と
に
な
る
。

五
色
ヶ
原
の
手
前
の
標
高
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

登
る
と
尾
根
は
広
く
な
り
テ
ン
ト
適
地
が
あ
る
。
こ

の
辺
が
樹
林
限
界
で
あ
る
の
で
一
日
目
は
こ
の
辺
り

で
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
。

ガ
ス
が
出
た
り
、
風
が
吹
い
た
り
す
る
と
か
な
り

苦
労
す
る
と
こ
ろ
だ
。
標
高
も
高
く
早
朝
は
雪
面
が

堅
く
ク
ラ
ス
ト
す
る
。
ス
キ
ー
を
担
い
で
ア
イ
ゼ
ン

を
つ
け
て
登
る
こ
と
に
な
る
。
五
色
ヶ
原
の
東
端
辺

り
か
ら
ヌ
ク
イ
谷
へ
滑
り
降
り
る
の
が
よ
い
。
ヌ
ク

イ
谷
ま
で
は
無
木
立
の
広
い
斜
面
で
、
傾
斜
も
あ
り

す
ば
ら
し
い
。
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
と
か
な
り
緊
張

す
る
が
大
変
快
適
な
滑
降
を
堪
能
で
き
る
。

ヌ
ク
イ
谷
に
降
り
て
か
ら
越
中
沢
岳
の
東
に
シ
ー

ル
で
登
り
返
し
、
標
高
二
四
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー

ク
の
す
ぐ
横
に
出
て
黒
部
側
を
覗
き
込
む
と
黒
部
川

の
出
合
ま
で
一
直
線
に
見
渡
せ
る
。

ピ
ー
ク
か
ら
廊
下
沢
へ
滑
り
込
む
。
廊
下
沢
の
上

部
は
急
だ
が
、
広
い
カ
ー
ル
状
で
す
ご
く
気
持
ち
の

良
い
滑
り
を
楽
し
め
た
。
扇
の
要
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
ま
で
滑
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
Ｕ
字
谷
の

様
に
な
っ
て
い
る
。
左
右
か
ら
の
落
石
が
少
し
気
に

な
る
が
、
一
気
に
黒
部
川
ま
で
滑
れ
る
。

大
黒
部
は
こ
の
時
期
で
も
悠
々
と
流
れ
て
い
る
。

左
岸
の
雪
面
を
シ
ー
ル
で
進
め
る
が
、
ス
ゴ
沢
の
手

前
で
行
き
詰
ま
る
。
右
岸
へ
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ゴ
沢
当
面
の
中
ノ
タ
ル
沢
と
の
出
合
い
は
沢
が

広
く
な
っ
て
い
て
、
デ
ブ
リ
の
跡
が
台
地
状
と
な
っ

て
い
て
幕
営
で
き
る
。

三
日
目
は
ス
ゴ
沢
を
主
稜
線
ま
で
登
る
。
黒
部
川

と
の
出
会
い
付
近
は
両
岸
が
迫
っ
て
お
り
、
落
石
、

ブ
ロ
ッ
ク
が
恐
い
。
す
ば
や
く
通
り
過
ぎ
る
よ
う
に

す
る
。
そ
の
上
の
滝
は
埋
ま
っ
て
い
て
問
題
な
い
。

そ
こ
か
ら
上
は
明
る
く
開
け
て
い
た
。
二
俣
は
ど
ち

ら
で
も
登
れ
る
が
、
主
稜
線
上
の
雪
庇
の
崩
壊
に
は

注
意
が
必
要
。
出
会
い
か
ら
主
稜
線
ま
で
シ
ー
ル
で

登
れ
る
。

主
稜
線
は
こ
れ
ま
で
と
違
い
多
く
の
ト
レ
ー
ス
が

あ
る
。
薬
師
岳
ま
で
は
巨
大
な
雪
庇
の
上
を
シ
ー
ル

で
登
れ
る
。

薬
師
岳
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
薬
師
沢
右
俣
を
滑
る
。

上
部
は
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
が
、
広
大
な
ス
ロ
ー
プ

を
快
調
に
滑
走
で
き
る
。
全
員
が
横
一
列
に
並
ん
で

滑
れ
る
ほ
ど
だ
。
し
か
も
シ
ュ
プ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
快
適
な
大
滑
降
で
あ
る
。

薬
師
沢
の
本
流
に
近
く
な
っ
て
、
左
右
が
高
く
な

っ
て
狭
く
な
る
と
沢
が
割
れ
だ
す
。
左
右
に
高
巻
き



す
れ
ば
、
薬
師
沢
本
流
と
の
出
合
い
ま
で
滑
れ
る
。

こ
の
辺
り
も
幕
営
適
地
で
あ
る
。

北
ノ
俣
岳
ま
で
は
薬
師
沢
左
俣
と
本
流
の
間
の
尾

根
を
シ
ー
ル
で
登
る
。
北
ノ
俣
か
ら
の
滑
降
は
真
っ

白
な
大
斜
面
と
な
っ
て
い
て
、
風
も
強
く
シ
ュ
カ
ブ

ラ
と
ク
ラ
ス
ト
が
交
互
に
出
て
き
て
苦
労
さ
せ
ら
れ

る
。
風
が
弱
く
な
る
所
ま
で
降
り
れ
ば
、
快
適
な
滑

降
と
な
り
ど
こ
で
も
滑
れ
る
。

寺
地
山
は
登
り
返
し
て
も
南
側
を
巻
い
て
も
よ

い
。
寺
地
山
か
ら
樹
林
の
尾
根
を
再
び
滑
る
が
、
は

じ
め
は
傾
斜
が
な
く
て
進
ま
な
い
。
途
中
か
ら
は
ス

ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
沢
底
ま
で
一
気
に
降
り
る
。
夏

道
通
り
に
峠
に
登
り
返
し
、
最
後
の
急
な
斜
面
を
沢

通
し
に
降
り
る
と
林
道
に
出
会
う
頃
雪
が
消
え
ス
キ

ー
を
脱
ぐ
。

ト
ー
タ
ル
の
滑
走
標
高
差
は
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
と
な
る
。

（
二
）
北
ノ
俣
〜
黒
部
五
郎
岳
〜
槍
ヶ
岳

神
岡
鉄
道
の
終
点
の
奥
飛
騨
温
泉
口
で
タ
ク
シ
ー

を
予
約
し
て
お
き
、
有
峰
へ
続
く
ス
ー
パ
ー
林
道
を

行
け
る
所
ま
で
入
る
。
雪
が
少
な
い
と
、
打
保
か
ら

ず
い
ぶ
ん
上
の
有
峰
に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
ま

で
行
け
る
。

ト
ン
ネ
ル
ま
で
林
道
を
歩
き
、
脇
か
ら
寺
地
山
へ

の
尾
根
に
取
り
付
く
。
寺
地
山
の
先
に
あ
る
避
難
小

屋
ま
で
は
樹
林
の
中
を
進
む
。
雪
が
少
な
い
と
木
が

じ
ゃ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

避
難
小
屋
か
ら
は
急
に
開
け
る
の
で
、
大
斜
面
を

シ
ー
ル
で
斜
登
行
す
れ
ば
ピ
ッ
チ
が
上
が
る
。

北
ノ
俣
か
ら
は
反
対
側
の
赤
木
平
に
滑
り
降
り

る
。
夏
は
お
花
畑
に
な
る
広
大
な
斜
面
で
、
ど
こ
ま

で
も
斜
滑
降
が
で
き
る
。
赤
木
平
ま
で
滑
る
と
、
ど

こ
で
も
テ
ン
ト
が
張
れ
る
。

朝
は
冷
え
込
み
雪
面
が
堅
く
ク
ラ
ス
ト
す
る
。
赤

木
平
か
ら
赤
木
沢
経
由
黒
部
本
流
を
目
指
し
て
滑
り

降
り
る
。
赤
木
平
か
ら
の
滑
降
は
非
常
に
快
適
。
傾

斜
は
有
る
が
、
斜
面
は
広
い
。

周
り
の
尾
根
は
樹
林
が
濃
く
て
ス
キ
ー
で
は
下
り

ら
れ
な
い
の
で
、
赤
木
沢
の
沢
底
に
降
り
る
。
雪
が

割
れ
る
が
、
高
巻
き
を
繰
り
返
し
な
が
ら
滑
り
、
標

高
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
で
右
岸
か
ら
入
る
支
沢

を
使
っ
て
ウ
マ
沢
と
の
間
の
尾
根
に
登
り
返
す
。
滑

落
す
れ
ば
ク
レ
バ
ス
か
ら
水
没
す
る
の
で
注
意
し
て

滑
る
。

赤
木
沢
と
ウ
マ
沢
の
間
の
尾
根
は
緩
や
か
で
シ
ー

ル
を
使
え
る
。
黒
部
五
郎
へ
続
く
主
稜
線
に
出
る
と

堅
く
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
の
で
ス
キ
ー
を
担
ぐ
。

黒
部
五
郎
の
頂
上
か
ら
は
、
カ
ー
ル
に
滑
り
込
む
。

雪
崩
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
快
適
な
滑
降
を
楽
し

め
る
。
小
屋
の
方
に
は
行
か
ず
、
五
郎
沢
の
左
俣
が

出
合
う
と
こ
ろ
ま
で
滑
り
、
三
俣
蓮
華
岳
に
向
け
て

登
り
直
す
。

稜
線
を
三
俣
蓮
華
の
ピ
ー
ク
ま
で
登
り
、
樅
沢
の

上
部
に
滑
り
込
む
。
出
だ
し
は
急
で
緊
張
す
る
が
、

す
ぐ
に
緩
く
な
り
快
適
に
タ
ー
ン
で
き
る
。
し
ば
ら

く
滑
っ
て
、
双
六
岳
の
方
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
に
移
る
。

途
中
雪
崩
れ
そ
う
な
急
斜
面
が
あ
る
の
で
、
雪
が
悪

い
と
横
切
る
の
は
危
険
。
樅
沢
源
流
に
は
テ
ン
ト
サ

イ
ト
が
多
い
。

主
稜
線
に
向
か
っ
て
登
る
と
双
六
岳
の
下
に
出
る

（
標
高
二
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
）。
双
六
小
屋
ま
で
、
滑

降
す
る
。
双
六
小
屋
か
ら
双
六
沢
を
滑
降
す
る
。
こ

の
辺
り
は
シ
ュ
プ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

標
高
二
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
滑
っ
て
大
ノ
マ
乗

越
ま
で
登
り
返
す
。
大
ノ
マ
乗
越
か
ら
弓
折
岳
ま
で

更
に
登
り
、
頂
上
か
ら
蒲
田
川
左
俣
へ
滑
り
降
り
る

の
だ
が
、
雪
庇
が
あ
り
、
下
が
急
斜
面
で
入
れ
な
い
。

秩
父
沢
の
方
に
少
し
降
り
て
か
ら
左
に
回
り
込
ん
で

小
尾
根
を
越
え
左
俣
谷
に
入
る
方
が
よ
い
。

雪
は
重
く
な
る
が
大
斜
面
を
快
適
に
タ
ー
ン
し
て

左
俣
谷
の
沢
底
に
降
り
ら
れ
る
。
左
俣
谷
は
雪
が
割

れ
て
い
て
、
対
岸
に
は
な
か
な
か
渡
れ
な
い
。
時
々

雪
が
切
れ
て
い
て
藪
こ
ぎ
を
強
い
ら
れ
る
。
左
俣
谷

か
ら
槍
へ
登
る
に
は
水
鉛
谷
を
使
い
、
中
崎
尾
根
を

越
え
て
右
俣
谷
へ
入
る
。

水
鉛
谷
は
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
が
怖
い
の
で
早
朝
に
す

ば
や
く
登
っ
た
方
が
よ
い
。

水
鉛
谷
は
両
岸
が
雪

崩
で
磨
か
れ
た
急
な
岩
壁
で
ゴ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
い

る
。
沢
底
は
デ
ブ
リ
だ
ら
け
で
非
常
に
歩
き
に
く
い
。

中
崎
尾
根
の
す
ぐ
手
前
ま
で
登
る
と
急
に
開
け
て

傾
斜
の
な
い
広
場
の
よ
う
な
所
に
出
る
。
こ
こ
は
テ

ン
ト
地
に
で
き
そ
う
。

中
崎
尾
根
は
簡
単
に
越
え
ら
れ
る
。
飛
騨
沢
に
入

れ
ば
あ
と
は
た
だ
登
る
だ
け
で
あ
る
。
強
い
風
が
吹

く
中
を
肩
の
小
屋
ま
で
登
る
。

肩
の
小
屋
か
ら
は
槍
沢
を
滑
る
が
、
状
況
に
よ
っ

て
は
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
。
快
適

な
大
斜
面
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
。

年
に
よ
っ
て
雪
の
多
少
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で
滑
れ

る
か
は
変
わ
る
。
雪
が
な
く
な
っ
た
後
は
ス
キ
ー
を

担
い
で
上
高
地
ま
で
ひ
た
す
ら
歩
く
。
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ト
ー
タ
ル
滑
走
標
高
差
は
、
四
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

と
な
る
。

（
三
）
立
山
〜
剣
岳
北
方
〜
毛
勝
山

室
堂
か
ら
入
山
す
る
。
一
ノ
越
ま
で
は
シ
ー
ル
、

一
ノ
越
か
ら
は
ス
キ
ー
を
担
ぎ
、
重
荷
に
あ
え
ぎ
な

が
ら
雄
山
に
登
る
。

雄
山
神
社
の
直
下
か
ら
御
前
谷
を
滑
り
降
り
る
。

御
前
谷
は
滑
る
人
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
広
く
傾
斜

も
急
で
大
変
す
ば
ら
し
い
。
年
に
よ
っ
て
は
五
月
で

も
新
雪
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
ス

キ
ー
が
で
き
る
。
雪
が
悪
け
れ
ば
出
だ
し
が
急
な
の

で
苦
労
す
る
。
御
前
谷
は
周
り
に
高
く
そ
び
え
る
岩

峰
が
望
ま
れ
、
日
本
離
れ
し
た
景
色
で
あ
る
。

御
前
谷
を
途
中
で
左
の
尾
根
（
立
山
中
央
山
稜
）

を
越
え
て
内
蔵
助
谷
に
移
り
更
に
滑
り
降
り
る
。
内

蔵
助
平
ま
で
滑
る
と
テ
ン
ト
は
ど
こ
で
も
張
れ
る
。

人
も
い
な
く
て
静
か
な
山
を
満
喫
で
き
る
。

ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
に
登
り
、
剣
沢
ま
で
滑
る
。
二
股

ま
で
は
年
に
よ
っ
て
は
、
沢
を
渡
る
の
が
苦
労
す
る

と
き
も
あ
る
。

二
股
か
ら
は
大
窓
へ
の
ツ
ア
ー
の
人
は
多
い
が
、

小
窓
谷
を
登
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
小
窓
谷
は

シ
ー
ル
で
最
後
ま
で
登
れ
る
。

小
窓
か
ら
反
対
の
西
仙
人
谷
に
入
る
。
出
だ
し
は

雪
が
無
く
、
少
し
歩
い
て
下
り
て
か
ら
ス
キ
ー
を
付

け
る
。
上
部
は
大
変
急
で
緊
張
す
る
。
ジ
ャ
ン
プ
タ

ー
ン
で
慎
重
に
滑
り
降
り
る
。
急
で
狭
く
喉
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
続
く
。
左
右
は
高
い
岸
壁
で
日
本
離
れ

し
た
景
色
の
中
を
滑
る
。

途
中
か
ら
は
デ
ブ
リ
が
谷
が
埋
め
尽
し
て
い
る
の

で
、
ス
キ
ー
を
外
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

白
萩
川
の
大
窓
か
ら
の
ル
ー
ト
に
合
流
し
た
ら
、

傾
斜
は
急
に
落
ち
、
雪
が
重
い
が
気
楽
に
滑
れ
る
。

年
に
よ
っ
て
は
、
池
ノ
谷
出
合
付
近
か
ら
取
り
入
れ

口
ま
で
渡
渉
強
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

取
り
入
れ
口
か
ら
は
雪
も
な
く
な
り
、
ス
キ
ー
を

担
い
で
林
道
を
ブ
ナ
ク
ラ
沢
の
出
合
ま
で
行
く
。

こ
ん
ど
は
ブ
ナ
ク
ラ
沢
を
登
る
。
ブ
ナ
ク
ラ
沢
の

取
り
入
れ
口
の
上
か
ら
は
雪
も
続
い
て
お
り
、
シ
ー

ル
を
使
え
る
。
こ
の
時
期
の
ブ
ナ
ク
ラ
沢
は
た
く
さ

ん
人
が
入
っ
て
い
る
。
谷
は
デ
ブ
リ
が
い
っ
ぱ
い
で
、

歩
き
に
く
い
。

一
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
登
る
と
沢
が
開
け

て
テ
ン
ト
適
地
と
な
る
。
ブ
ナ
ク
ラ
乗
越
ま
で
シ
ー

ル
で
登
れ
る
。

裏
側
の
折
尾
谷
は
ス
キ
ー
で
下
る
の
に
絶
好
の

谷
。
広
く
て
見
通
し
が
利
き
、
デ
ブ
リ
も
な
く
傾
斜

も
ス
キ
ー
に
ち
ょ
う
ど
良
い
。
一
気
に
下
れ
る
が
、

標
高
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
は
雪
が
無
く
ス
キ
ー
を

担
い
で
の
ヤ
ブ
こ
ぎ
と
な
る
。

雪
を
拾
い
な
が
ら
段
丘
状
に
な
っ
た
左
岸
を
高
巻

く
。
小
黒
部
谷
本
流
ま
で
降
り
ず
に
、
西
谷
と
中
谷

が
別
れ
る
手
前
ま
で
藪
の
中
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。

そ
の
辺
り
で
段
丘
は
終
わ
り
急
斜
面
と
な
っ
て
い

る
。
段
丘
の
切
れ
目
の
急
斜
面
を
強
引
に
下
り
て
、

更
に
落
石
地
帯
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
中
谷
の
ゴ
ル
ジ

ュ
を
や
り
過
ご
す
と
雪
の
上
に
下
り
ら
れ
る
。

す
ぐ
先
で
沢
が
分
か
れ
る
の
で
、
西
谷
に
入
り
シ

ー
ル
で
登
る
。
遠
く
に
は
熊
や
カ
モ
シ
カ
も
見
え
る
。

デ
ブ
リ
の
斜
面
を
ひ
た
す
ら
登
る
と
、
上
部
の
喉
の

よ
う
に
な
っ
た
急
斜
面
は
ス
キ
ー
を
担
い
で
ア
イ
ゼ

ン
で
登
る
。

平
杭
コ
ル
に
上
が
る
手
前
は
巨
大
雪
庇
が
あ
り
、

ピ
ッ
ケ
ル
を
取
り
出
し
弱
点
を
見
つ
け
な
が
ら
登

る
。
こ
の
コ
ル
も
テ
ン
ト
が
張
れ
る
。

北
方
稜
線
の
長
い
雪
面
を
毛
勝
山
に
指
し
て
ス
キ

ー
を
担
い
で
登
る
。
頂
上
直
下
の
急
斜
面
は
ス
キ
ー

を
担
い
で
い
る
と
苦
し
い
。

頂
上
か
ら
は
東
又
谷
を
滑
る
。
広
い
中
斜
面
は
ス

キ
ー
に
絶
好
で
あ
る
。
途
中
の
ゴ
ル
ジ
ュ
も
中
を
行

け
、
滝
も
横
を
簡
単
に
下
れ
る
。

堰
堤
に
出
会
う
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
雪
も
と
ぎ

れ
と
ぎ
れ
に
な
り
渡
渉
す
る
事
に
な
る
。
標
高
八
四

〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
来
る
と
、
さ
す
が
に
ス
キ
ー
で
は

下
れ
な
く
な
り
、
林
道
を
歩
い
て
下
山
す
る
。

ト
ー
タ
ル
滑
走
標
高
差
は
、
五
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

と
な
る
。

（
四
）
唐
松
〜
鹿
島
槍
〜
針
ノ
木

八
方
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
っ
て
入
山
す

る
。
大
勢
の
登
山
者
と
一
緒
に
朝
一
番
に
ゴ
ン
ド
ラ

と
リ
フ
ト
二
本
を
乗
り
継
ぎ
、
八
方
山
荘
か
ら
シ
ー

ル
を
付
け
て
歩
き
出
す
。
唐
松
に
近
づ
く
に
つ
れ
尾

根
が
や
せ
て
く
る
の
で
、
最
後
の
一
登
り
だ
け
ス
キ

ー
を
担
げ
ば
唐
松
小
屋
に
着
く
。
唐
松
岳
を
空
荷
で

往
復
し
た
後
、
小
屋
の
裏
か
ら
餓
鬼
谷
左
俣
へ
滑
り

込
む
。

小
屋
裏
の
斜
面
は
広
く
、
大
き
な
斜
滑
降
も
で
き

る
が
ガ
ス
が
出
れ
ば
何
も
目
標
と
な
る
物
が
な
い
。

途
中
か
ら
谷
が
深
く
な
り
、
岩
も
出
て
く
る
。
左
右

か
ら
の
デ
ブ
リ
に
注
意
が
必
要
。
今
に
も
落
ち
そ
う

な
雪
庇
が
出
て
い
る
。
急
に
谷
が
開
け
る
と
、
右
俣
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と
の
出
合
で
あ
る
。
小
高
く
な
っ
た
台
地
は
テ
ン
ト

地
に
な
る
。

五
竜
山
荘
に
突
き
上
げ
る
餓
鬼
谷
右
俣
は
ゴ
ル
ジ

ュ
状
に
な
っ
て
い
て
、
左
右
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

逃
げ
ら
れ
な
い
。
少
し
左
俣
を
戻
っ
て
白
岳
に
突
き

上
げ
る
広
い
枝
沢
の
方
が
登
り
や
す
い
。
稜
線
直
下

ま
で
シ
ー
ル
で
あ
が
れ
る
。
稜
線
か
ら
は
ト
レ
ー
ス

に
沿
っ
て
白
岳
か
ら
五
竜
山
荘
ま
で
ス
キ
ー
を
担
い

で
歩
く
。

五
竜
山
荘
の
裏
か
ら
シ
ラ
タ
ケ
沢
に
滑
り
込
む
。

シ
ラ
タ
ケ
沢
は
上
部
が
大
き
く
開
け
て
い
て
大
変
気

持
ち
の
良
い
斜
面
が
続
い
て
い
る
。
遮
る
物
は
何
も

な
く
、
傾
斜
も
適
度
。
左
に
は
遠
見
尾
根
を
行
く
た

く
さ
ん
の
人
を
見
、
右
に
は
五
龍
東
面
の
圧
倒
的
な

岩
稜
を
見
な
が
ら
快
適
に
飛
ば
せ
る
。
途
中
五
龍
東

面
か
ら
の
す
ご
い
デ
ブ
リ
が
谷
を
埋
め
尽
く
す
よ
う

に
な
る
と
、
滑
走
面
に
雪
が
張
り
付
き
滑
り
づ
ら
く

な
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
も
カ
ク
ネ
里
出
合
ま
で
は
自
在
に
滑
り
を

堪
能
で
き
る
。
シ
ー
ル
を
付
け
て
カ
ク
ネ
里
を
登
る
。

カ
ク
ネ
里
は
広
く
、
正
面
に
は
鹿
島
槍
の
北
壁
が
間

近
に
迫
っ
て
見
え
、
大
変
素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。

ス
キ
ー
で
後
立
山
の
主
稜
線
に
上
が
り
鹿
島
槍
を
目

指
す
の
で
あ
る
が
、
ど
の
沢
か
ら
上
が
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
。

一
番
右
奥
の
キ
レ
ッ
ト
沢
は
デ
ブ
リ
で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
て
、
左
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
落
下
が
怖
い
が
、

傾
斜
も
そ
こ
そ
こ
で
登
り
や
す
い
。
素
早
く
、
あ
ま

り
休
ま
ず
に
稜
線
ま
で
上
が
る
。
初
め
は
シ
ー
ル
で

も
行
け
る
が
、
途
中
か
ら
は
ス
キ
ー
を
担
い
で
登
る
。

稜
線
に
上
が
る
と
反
対
側
の
正
面
に
剣
が
見
え

る
。
や
は
り
主
稜
線
は
人
の
往
来
が
激
し
い
。
ス
キ

ー
を
担
い
で
ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
、
片
手
に
ピ
ッ
ケ
ル

も
う
一
方
に
ス
ト
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
。
ス
キ
ー
は
引

っ
か
か
っ
て
邪
魔
に
な
り
、
兼
用
靴
は
歩
き
に
く
い

の
で
歩
く
ペ
ー
ス
が
極
端
に
落
ち
る
。

八
峰
キ
レ
ッ
ト
の
最
低
鞍
部
へ
の
下
り
で
一
ヶ
所

懸
垂
下
降
を
し
な
い
と
い
け
な
い
所
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
も
鎖
を
掘
り
出
し
た
り
、
後
ろ
向
き
に
な
っ
て

降
り
た
り
と
結
構
苦
労
の
連
続
と
な
る
。
鹿
島
北
峰

の
手
前
の
稜
線
上
に
良
い
テ
ン
ト
地
が
あ
る
。

鹿
島
の
北
峰
を
越
え
、
本
峰
に
上
が
る
と
、
頂
上

か
ら
す
ぐ
滑
り
降
り
ら
れ
る
。
鹿
島
槍
か
ら
棒
小
屋

沢
ま
で
の
斜
面
は
今
山
行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

す
ぐ
横
を
縦
走
し
て
い
る
人
が
こ
ち
ら
が
滑
り
出
す

の
を
見
て
い
る
。

斜
面
は
広
く
雪
質
も
程
良
い
ク
ラ
ス
ト
。
遮
る
も

の
が
何
も
な
い
大
斜
面
に
シ
ュ
プ
ー
ル
が
次
々
刻
ま

れ
て
い
く
。
こ
れ
ぞ
山
ス
キ
ー
の
至
福
の
時
で
あ
る
。

斜
面
は
途
中
か
ら
沢
に
吸
収
さ
れ
た
が
、
滝
な
ど

で
途
切
れ
る
と
こ
な
く
棒
小
屋
沢
ま
で
続
い
て
い

る
。
棒
小
屋
沢
に
出
合
う
と
、
一
部
沢
が
割
れ
水
を

汲
め
る
。

棒
小
屋
沢
か
ら
は
シ
ー
ル
を
付
け
て
登
り
、
右
俣

に
入
る
。
途
中
か
ら
谷
が
ゴ
ル
ジ
ュ
状
に
な
り
滝
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
滝
の
手
前
で
右
岸
の
斜

面
を
ジ
グ
ザ
グ
に
切
っ
て
尾
根
ま
で
上
が
る
。
上
が

っ
た
尾
根
は
緩
や
か
に
種
池
ま
で
続
い
て
い
る
。

種
池
か
ら
は
シ
ュ
プ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
か

な
り
の
急
斜
面
が
続
く
が
南
斜
面
な
の
で
雪
は
軟
ら

か
い
。
爺
側
よ
り
も
種
池
寄
り
に
滑
っ
た
方
が
斜
面

は
開
け
て
い
て
大
き
く
タ
ー
ン
が
出
来
る
。
ど
ん
ど

ん
滑
っ
て
行
く
と
堰
堤
が
で
て
く
る
。
い
よ
い
よ
終

わ
り
が
近
い
。
右
岸
に
工
事
道
路
が
で
て
き
て
そ
れ

と
辿
る
と
扇
沢
駅
か
ら
の
自
動
車
道
に
で
る
。
扇
沢

駅
ま
で
は
車
道
を
歩
く
。

針
ノ
木
へ
は
扇
沢
駅
か
ら
針
ノ
木
雪
渓
を
空
荷
で

上
が
る
。
針
ノ
木
峠
に
上
が
る
ル
ー
ト
か
ら
分
か
れ

ヤ
マ
ク
ボ
沢
に
入
り
、
頂
上
を
目
指
す
。
左
肩
に
上

が
っ
て
、
シ
ー
ル
か
ら
ツ
ボ
足
に
代
え
て
頂
上
ま
で

上
が
る
。

頂
上
か
ら
は
往
路
を
滑
ら
ず
、
ま
っ
す
ぐ
ヤ
マ
ク

ボ
沢
に
滑
り
込
ん
だ
方
が
い
い
。
か
な
り
の
急
斜
面

だ
が
、
空
荷
で
あ
れ
ば
難
し
く
は
な
い
。
途
中
で
雪

が
悪
く
な
る
が
、
傾
斜
も
落
ち
問
題
に
は
な
ら
ず
扇

沢
駅
ま
で
滑
れ
る
。
長
い
山
行
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
良
い
滑
り
が
楽
し
め
る
。

ト
ー
タ
ル
滑
走
標
高
差
は
五
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と

な
る
。

以
上

（
平
成
一
二
年
八
月
一
六
日
受
理)
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教
育
的
登
山
論
シ
リ
ー
ズ

中
島
道
郎

第
二
章
　
登
山
必
携
十
品

こ
の
『
登
山
必
携
十
品
』
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
シ
ア
ト
ル
市
に
本
拠
を
置
く
『
ザ
マ
ウ
ン
テ
ニ

ア
ー
ズ
』
と
い
う
登
山
団
体
が
発
行
し
て
い
る
小
冊

子
で
す
。
な
か
な
か
良
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
サ
ワ
リ
の
と
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
是
非
原
書
を
読
ん
で
下
さ
い
。
私
が
持
っ

て
い
る
の
は
も
う
か
な
り
古
く
な
り
ま
し
た
。
最
新

版
を
取
り
寄
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

（TH
E
TEN

ESSEN
TIALS

For
Travelin

the
O
utdoors,The

M
ountaineers,Seattle,

一
九
九

三
）（

一
）
懐
中
電
灯
／
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
●

焦
点
調

節
が
出
来
、
か
つ
防
水
式
の
も
の
。
鉢
巻
き
に
工
夫

を
施
し
て
、
棒
状
電
灯
を
装
着
す
れ
ば
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
に
な
る
型
の
が
便
利
。
ア
ル
カ
リ
電
池
は
長
命
な

の
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
低
温
に
弱
い
の
で
注

意
。（二

）
地
図

目
的
地
と
そ
の
周
辺
の
も
の
。
防

水
ケ
ー
ス
に
納
め
る
。

（
三
）
磁
石

使
用
法
に
よ
く
習
熟
し
て
お
く
。

（
四
）
予
備
食

悪
天
、
道
迷
い
、
怪
我
、
そ
の

他
の
理
由
で
予
定
が
遅
れ
る
場
合
に
備
え
て
、
食
料

は
１
日
分
余
計
に
持
参
す
る
。
軽
く
て
、
そ
の
ま
ま

す
ぐ
食
べ
ら
れ
て
、
保
存
の
き
く
も
の
（
飴
、
カ
ロ

リ
ー
メ
イ
ト
、
乾
パ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
甘
納
豆
、

干
果
物
、
ナ
ッ
ツ
等
）。
燃
料
・
調
理
用
具
を
携
帯

す
る
場
合
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
粉
末
ス

ー
プ
、
コ
コ
ア
、
紅
茶
な
ど
も
い
い
。

（
五
）
予
備
衣
料
品

こ
の
度
の
山
行
で
考
え
ら

れ
う
る
最
悪
の
事
態
を
生
き
延
び
る
為
に
は
何
が
必

要
か
？
を
考
え
て
準
備
す
る
。
最
低
限
、
肌
着
の
着

替
え
と
防
風
ヤ
ッ
ケ
は
欠
か
せ
な
い
が
、
登
る
山
と

季
節
に
応
じ
て
、
手
袋
、
靴
下
、
帽
子
、
ス
エ
ー
タ

ー
、
シ
ャ
ツ
、
羽
毛
服
な
ど
の
用
意
も
必
要
と
な
る
。

山
中
で
夜
を
明
か
す
場
合
は
、
ま
ず
汗
で
濡
れ
た
肌

着
や
靴
下
を
脱
い
で
新
し
い
も
の
に
着
替
え
、
ス
エ

ー
タ
ー
、
羽
毛
服
な
ど
の
防
寒
着
を
重
ね
る
。
雨
よ

け
に
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
ご
み
袋
を
用
意
す
る
と
便

利
。
但
し
酸
欠
に
注
意
。
冬
期
登
山
に
は
ツ
エ
ル
ト

ザ
ッ
ク
は
必
携
で
あ
る
。

（
六
）
サ
ン
グ
ラ
ス

山
で
は
紫
外
線
は
予
想
以

上
に
強
く
（
海
抜
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
海
面
上
の

一
・
五
倍
）、
ま
た
そ
れ
は
曇
り
で
も
弱
め
ら
れ
な

い
か
ら
決
し
て
油
断
し
な
い
こ
と
。
特
に
雪
の
上
で

は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
い
な
い
と
必
ず
雪
目
に
や

ら
れ
る
。
グ
ラ
ス
の
色
は
、
灰
色
か
緑
色
だ
と
景
色

が
自
然
色
に
近
く
見
え
、
黄
色
だ
と
曇
り
の
時
に
も

の
が
見
や
す
い
。
色
の
濃
さ
は
鏡
に
映
し
て
自
分
の

目
が
見
え
な
い
程
度
を
選
ぶ
。
予
備
は
必
ず
用
意
の

こ
と
。

（
七
）
救
急
医
療
キ
ッ
ト

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
大

丈
夫
、
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
単
な
る
急
場
凌

ぎ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
銘
記
し
て
お
く
。

個
人
装
備
と
し
て
、
各
人
最
低
、
バ
ン
ド
エ
イ
ド
数

枚
、
サ
ー
ジ
カ
ル
テ
ー
プ
大
小
各
一
巻
、
ガ
ー
ゼ
パ

ッ
ク
大
小
数
個
、
包
帯
大
小
各
一
巻
、
イ
ソ
ジ
ン
消

毒
薬
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
一
瓶
、
ア
ス
ピ
リ
ン
錠
六
錠

く
ら
い
は
用
意
す
る
。
そ
の
上
は
、
個
人
の
好
み
、

医
学
知
識
、
登
山
の
形
態
・
規
模
・
季
節
に
応
じ
て

適
当
に
加
減
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
防
水
性
で
丈
夫
で

こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
容
器
に
ま
と
め
る
。

（
八
）
ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ

大
小
二
枚
の
刃
、
缶

切
り
、
ね
じ
回
し
、
コ
ル
ク
栓
抜
き
、
鋏
、
錐
、
の

付
い
た
い
わ
ゆ
る
七
徳
ナ
イ
フ
（
ス
イ
ス
ア
ー
ミ
ー

ナ
イ
フ
）。
紐
に
結
ん
で
ベ
ル
ト
に
通
す
と
か
首
か

ら
下
げ
る
な
ど
し
て
、
無
く
し
な
い
工
夫
が
必
要
。

（
九
）
マ
ッ
チ

飲
食
店
の
広
告
マ
ッ
チ
、
或
は

百
円
ラ
イ
タ
ー
で
知
ら
れ
る
ブ
タ
ン
ラ
イ
タ
ー
で
も

よ
い
。
こ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
包
む
。

（
十
）
火
付
け

焚
き
火
の
着
火
に
は
不
可
欠
。

乾
い
た
新
聞
紙
、
蝋
燭
と
か
固
形
燃
料
等
。
後
者
は
、

そ
の
上
に
金
属
食
器
を
か
ざ
す
と
、
茶
、
ス
ー
プ
な

ど
の
暖
か
い
飲
み
物
が
作
れ
、
応
用
範
囲
が
広
い
。

ベ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
教
授
に

会
っ
た
こ
と

伊
藤
　
寿
男

ベ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
教
授
を
ご
承
知
だ
ろ
う

か
。
例
の
一
九
九
六
年
五
月
の
エ
ベ
レ
ス
ト
大
量
遭

難
の
時
、
サ
ウ
ス
コ
ル
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
っ
て

仲
間
に
見
捨
て
ら
れ
、
翌
日
自
力
で
サ
ウ
ス
コ
ル
の

テ
ン
ト
に
辛
う
じ
て
辿
り
着
き
生
還
し
た
男
で
あ

る
。
こ
の
男
に
思
い
が
け
な
い
場
で
会
っ
た
の
で
ご

披
露
し
た
い
。

六
月
末B

O
M
A
(B
uilding

O
w
ners

and
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M
anagers

A
ssociation)

の
総
会
が
サ
ン
・
デ
ィ

エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
私
も
日
本
の
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
の
総
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
昼
食
会
の
目
玉

と
し
て
彼
の
講
演
が
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

講
演
の
内
容
は
私
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
不
足
も

あ
り
完
全
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
既
に
読

ん
で
い
た
本
（
「
空
へ
」
―
文
芸
春
秋
社
、

「E
V
E
RE
ST

」
―N

ationalG
eographic

社
）、
そ

の
他
の
記
録
な
ど
か
ら
補
足
す
る
と
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

一
九
九
六
年
五
月
十
日
未
明
、
快
晴
の
絶
好
の

ア
タ
ッ
ク
日
和
の
下
、
サ
ウ
ス
コ
ル
よ
り
ロ
ブ
・

ホ
ー
ル
隊
長
に
率
い
ら
れ
た
公
募
登
山
隊
六
名
が

エ
ベ
レ
ス
ト
頂
上
を
目
指
し
た
。

他
に
も
数
パ
ー
テ
イ
が
同
時
に
頂
上
を
目
指
し

て
お
り
、
ル
ー
ト
待
ち
、
体
調
の
好
不
調
、
技
術

の
差
な
ど
あ
り
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
な
が
ら
、
日
本

人
女
性
難
波
康
子
を
含
む
同
パ
ー
テ
ィ
の
う
ち
三

人
が
ど
う
に
か
頂
上
を
踏
ん
だ
。

午
後
三
時
過
ぎ
よ
り
突
然
天
候
が
急
変
し
サ
ウ

ス
コ
ル
上
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
へ
の
下
降
は
、
強
風

雪
、
視
界
ゼ
ロ
の
中
で
難
渋
を
極
め
た
。
全
員
チ

リ
ヂ
リ
に
な
っ
た
が
、
ベ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
と

難
波
康
子
の
二
人
は
、
他
の
パ
ー
テ
イ
の
疲
労
困

憊
の
連
中
と
合
流
し
て
烈
風
吹
き
す
ざ
ぶ
サ
ウ
ス

コ
ル
に
な
ん
と
か
降
り
立
っ
た
。
し
か
し
猛
烈
な

ブ
リ
ザ
ー
ド
で
テ
ン
ト
の
位
置
が
わ
か
ら
ず
、
遂

に
彼
ら
は
力
尽
き
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
四
テ
ン
ト
か
ら
ほ
ん
の
一
五
〜
二
〇
分
の
地
点

で
あ
る
。

別
の
公
募
隊
の
ガ
イ
ド
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
ブ
ク

レ
ー
エ
フ
（
超
人
的
な
体
力
の
持
ち
主
。
そ
の
時

全
力
を
尽
く
し
て
救
助
し
な
か
っ
た
と
非
難
さ
れ
、

後
日
「
デ
ス
ゾ
ー
ン
八
八
四
八
メ
ー
ト
ル
」（
角
川

書
店
）
で
反
論
し
て
い
る
。
翌
年
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

で
遭
難
死
し
た
）
は
、
そ
の
夜
二
度
に
わ
た
り
単

身
で
捜
索
に
赴
き
、
二
度
目
に
雪
上
に
へ
た
り
こ

ん
で
い
る
弱
者
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
た
。
こ
の
時

点
で
ブ
ク
レ
ー
エ
フ
は
ベ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
と

難
波
康
子
の
二
人
は
死
ん
で
い
る
と
み
て
、
彼
の

パ
ー
テ
イ
の
メ
ン
バ
ー
二
人
を
ひ
と
り
づ
つ
二
往

復
し
て
テ
ン
ト
に
連
れ
帰
っ
た
。

翌
朝
ブ
ク
レ
ー
エ
フ
の
話
を
聞
い
て
、
ボ
ブ
・

ホ
ー
ル
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
老
練
シ
ェ
ル
パ
を
連
れ

て
残
さ
れ
た
二
人
を
確
認
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
両

手
両
足
を
突
き
出
し
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
二
人
を

見
つ
け
た
。
顔
面
に
張
り
付
い
た
氷
を
剥
が
す
と

驚
い
た
こ
と
に
ま
だ
二
人
は
生
き
て
い
た
。
し
か

し
も
う
虫
の
息
で
あ
り
、「
他
の
多
数
の
生
存
者
を

無
事
に
下
ろ
す
た
め
に
二
人
は
神
の
手
に
委
ね
よ

う
」
と
言
う
老
練
シ
ェ
ル
パ
の
意
見
に
従
っ
て
断

腸
の
思
い
で
テ
ン
ト
に
戻
っ
た
。
ブ
リ
ザ
ー
ド
は

一
日
中
続
き
、
生
存
者
達
は
サ
ウ
ス
コ
ル
の
テ
ン

ト
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、

ゾ
ン
ビ
の
如
き
ベ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
が
独
力
で

テ
ン
ト
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

昨
年
の
正
月
で
あ
っ
た
か
、
偶
然
つ
け
た
テ
レ

ビ
の
画
面
に
、
水
泳
パ
ン
ツ
姿
の
男
が
透
明
な
水

槽
の
中
で
腹
ま
で
水
に
漬
か
っ
て
、
水
流
の
中
を

懸
命
に
な
っ
て
歩
行
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の
が
映

し
出
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ザ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
右
手
は

義
手
、
顔
は
凍
傷
で
ひ
き
つ
れ
、
鼻
に
は
丁
度
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
ご
と
き
肉
塊
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。

尻
の
肉
を
移
植
し
た
の
で
あ
る
。T

V

の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
難
波
康
子
の
話
に
な
る
と
彼
は
絶
句
し
泣

き
出
し
た
。
私
は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
大
き
な
代

償
を
痛
感
し
、
う
ち
ひ
し
が
れ
た
彼
の
こ
と
が
妙

に
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

広
い
会
場
の
中
で
彼
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
て
丸
々
二
時
間
、
舞
台
中
を
動
き
回
っ
て
汗
み

ず
く
で
講
演
し
た
。
彼
の
鼻
は
見
事
に
整
形
さ
れ

胸
板
も
厚
く
、
か
っ
てTV

で
見
た
う
ち
ひ
し
が
れ

た
様
状
は
全
く
感
じ
ら
れ
ず
む
し
ろ
生
気
が
漲
っ

て
い
た
。

何
回
も
難
波
康
子
の
名
前
が
登
場
し
た
。
す
が

り
つ
い
た
彼
女
の
手
の
力
が
次
第
に
な
く
な
っ
て

い
く
の
を
思
い
出
す
と
か
、
救
っ
て
や
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
自
責
の
念
耐
え
難
い
等
々
切
々
と
訴
え

た
。
最
初
ざ
わ
め
い
て
い
た
会
場
も
最
後
に
は
し

ー
ん
と
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。
講
演
が
終
わ
る

と
万
雷
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

私
は
舞
台
近
く
に
座
っ
て
い
た
の
で
舞
台
を

降
り
て
き
た
彼
に
握
手
を
求
め
、
あ
ら
ま
し
次
の

こ
と
を
言
っ
て
彼
を
称
え
た
。

一
　
難
波
康
子
を
最
後
ま
で
面
倒
見
て
く
れ
た

こ
と
に
日
本
人
と
し
て
感
謝
す
る

二
　
強
靱
な
体
力
と
不
屈
の
精
神
力
に
敬
意
を

表
す
る

三
　
二
度
に
亘
っ
て
仲
間
に
見
捨
て
ら
れ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
何
の
恨
み
つ
ら
み
も
公
式
の
場
で
表

明
し
て
い
な
い
の
は
立
派
で
あ
る

彼
は
義
手
の
右
手
と
指
の
な
い
左
手
で
固
く
私
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を
抱
き
、
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
と
何
回
も
謝
意
を

表
し
た
の
だ
っ
た
。

後
刻
、
彼
の
著
書
の
サ
イ
ン
会
が
あ
っ
た
。
所

用
を
済
ま
せ
て
私
が
駆
け
つ
け
た
と
き
に
は
、
本

の
在
庫
が
尽
き
サ
イ
ン
会
は
終
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
そ
の
場
に
残
っ
て
い
た
彼
に
後
日
サ
イ

ン
し
て
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
帰
国
後
事

務
局
か
ら
「
確
か
に
承
っ
て
い
る
。
出
版
社
か
ら

入
手
次
第
送
付
す
る
」
と
の
来
信
が
あ
っ
た
。

本
の
題
名
は
「Left

for
D
ead

」、
入
手
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
参
考
）

一
　
遭
難
時
の
状
況
は
「Into

Thin
Air

」
邦
訳

「
空
へ
」（
文
芸
春
秋
社
）
に
詳
し
い
。
著
者
は
ア

ウ
ト
ド
ア
雑
誌
社
か
ら
顧
客
の
一
員
と
し
て
本
公

募
隊
に
派
遣
さ
れ
た
。
山
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
だ

け
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
大
変

面
白
い
。

二
　
こ
の
時
期
ロ
ブ
・
ホ
ー
ル
隊
の
ほ
か
に
、

同
じ
く
公
募
隊
で
彼
の
親
友
の
エ
ド
・
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
隊
、IM

A
X

隊
、
南
ア
フ
リ
カ
隊
、
台
湾
隊
、

な
ど
数
パ
ー
テ
イ
がB

C

に
入
っ
て
い
た
。
同
時
期
、

ノ
ー
ス
コ
ル
・
ル
ー
ト
に
は
日
本
の
九
州
隊
、
イ

ン
ド
隊
も
入
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
隊
に
九
州
隊
が

非
難
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
ご
記
憶
の
方
も
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
。（
後
に
イ
ン
ド
隊
の
誤
解
で
あ
っ
た
と
判

明
し
た
）

三
　IM
A
X

隊
の
撮
影
し
た
映
画
がIM

A
X

方
式

で
後
日
公
開
さ
れ
見
に
行
っ
た
。
巨
大
画
面
（
縦

方
向
に
長
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
）
に
映
し
出

さ
れ
る
エ
ベ
レ
ス
ト
に
圧
倒
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、

体
力
も
酸
素
も
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
募
客
の
た
め
に
サ
ウ
ス
ピ
ー
ク
に
残
り
そ
の
ま

ま
死
に
至
っ
た
ロ
ブ
・
ホ
ー
ル
隊
長
と
、B

C

と
の

電
話
に
よ
る
生
々
し
い
対
話
が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
印

象
に
残
っ
た
。B

C

の
呼
び
か
け
に
酸
素
も
な
く
な

り
次
第
に
弱
っ
て
い
く
ロ
ブ
・
ホ
ー
ル
の
声
、IT

の
発
達
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
残
さ
れ

た
身
重
な
夫
人
と
直
接
交
わ
さ
れ
た
最
後
の
会
話

な
ど
が
そ
の
ま
ま
放
映
さ
れ
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

映
画
で
あ
っ
た
。

四
　IM

A
X

社
の
撮
っ
た
写
真
は
、N

ational
G
eographic

社
よ
り
「E

V
E
R
E
ST
M
ountain

w
ithout

m
ercy

」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
大
量
遭

難
事
件
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
遭
難
死
し
た
台
湾
隊

メ
ン
バ
ー
の
遺
体
な
ど
生
々
し
く
写
っ
て
い
る
。

（
九
月
二
五
日
受
理
）

林
一
彦
さ
ん
の
追
悼
集

原
稿
執
筆
の
依
頼

平
井
一
正

敬
愛
す
る
林
一
彦
先
輩
が
三
月
半
ば
に
亡
く
な

ら
れ
、
は
や
半
年
有
余
に
な
り
ま
す
。
い
ま
も
林

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
実
感
は
な
く
、
ど

こ
か
ら
か
林
さ
ん
に
叱
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
林
さ
ん
は
若
い
と
き
、
夏
に
冬
に

合
宿
に
参
加
さ
れ
、
京
大
山
岳
部
を
き
び
し
く
指

導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
き
び
し
さ
は
今
で
も
話
題

に
の
ぼ
る
ほ
ど
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
山
岳
部
を

指
導
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
者
が
後

に
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え

ま
し
ょ
う
。

林
さ
ん
は
マ
ナ
ス
ル
偵
察
隊
、
サ
ル
ト
ロ
カ
ン

リ
登
山
隊
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
医
学
学
術
登
山
隊
な

ど
に
参
加
さ
れ
、
多
く
の
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
厳
し
さ
の
反
面
、
心
温
か
な
や
さ
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
関
係
者
が
あ
い
は
か
ら
い
、

林
さ
ん
の
追
悼
集
を
作
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。
山
岳
会
関
係
は
私
が
ま
と
め
役
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
と
は
存
じ

ま
す
が
、
下
記
の
次
第
で
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

枚
数
　
最
長
で
ワ
ー
プ
ロA

4

で
一
枚
程
度
、

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
な
ら
三
枚
半
程
度
、
少
な

く
て
も
結
構
で
す

締
め
切
り
　
十
一
月
末
　
（
一
周
忌
に
間
に
合

わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
）

送
り
先
　
メ
イ
ル
で
送
っ
て
い
た
だ
く
の
が
ベ

ス
ト
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、
い
ず
れ
で

も
結
構
で
す
。
私
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒615-8063

京
都
市
西
京
区

下
津
林
六
反
田1-18

平
井
一
正

電
話
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス
　075-391-5294

e-m
ail:khirai@

m
box.kyoto-inet.or.jp
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新
会
員
自
己
紹
介

古
瀬
駿
介

山
岳
部
へ
は
、
昭
和
三
六
年
に
入
部
し
た
の
で

す
が
、
二
回
生
で
辞
め
、
東
京
で
弁
護
士
を
始
め

て
三
〇
年
以
上
も
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
く
御
無
沙
汰
し
て
い
た
の
で
す
が
、

数
年
前
、
偶
然
に
島
田
氏
（
ケ
ロ
シ
ン
）
に
仕
事

の
関
係
で
出
会
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
笹
ヶ
峰

会
へ
の
誘
い
を
受
け
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
笹
ヶ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
の
竣
工
式
に
も
出
席

し
、
今
年
七
月
に
は
、
山
の
仲
間
を
連
れ
て
一
泊

し
、
近
く
の
山
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
昔
の

ま
ま
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
安
心
し

ま
し
た
。

以
前
、
山
の
遭
難
事
件
（
木
曽
駒
で
都
立
航
空

高
専
の
学
生
が
雪
崩
で
七
名
死
亡
し
た
事
件
）
を

担
当
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
山
登
り
を
裁

判
で
争
う
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

二
年
前
の
夏
に
は
、
ポ
コ
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、

バ
ル
ト
ロ
氷
河
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
氷
河
の
左

右
に
現
れ
る
山
の
姿
に
は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
に
加
え
て
頂
い
た
以

上
、
何
か
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
と
ロ
ー
ソ
ク
二
題

清
水
節
郎

は
じ
め
ま
し
て
、
先
日A

A
C
K

に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
新
人
（
？
）
の
清
水
で
す
。
今
後
と
も

山
行
に
飲
み
会
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
の
山
岳
部
入
部
年
度
は
昭
和
三
五
年
で
、
故
杉

野
弘
恭
君
、
岩
瀬
時
郎
君
、
阪
本
公
一
君
な
ど
と

同
期
入
部
な
の
で
す
が
、
途
中
回
り
道
を
し
た
た

め
入
会
が
今
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ル
フ
ァ
さ
ん
、

ラ
ー
メ
ン
さ
ん
は
高
校
山
岳
部
の
大
先
輩
で
す
。

こ
の
度
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
私
の
一
端
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
ず
れ
も
古
い
昭
和
三
五

年
の
こ
と
で
す
が
、
二
つ
の
ロ
ー
ソ
ク
に
ま
つ
わ

る
話
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
　
ホ
エ
ブ
ス
と
ロ
ー
ソ
ク

五
月
の
連
休
に
高
校
山
岳
部
の
現
役
を
鹿
島
槍

ヶ
岳
に
連
れ
て
行
っ
た
時
の
話
で
す
。
大
阪
か
ら

の
夜
行
の
疲
れ
も
取
れ
ぬ
ま
ま
大
町
か
ら
バ
ス
で

鹿
島
部
落
ま
で
行
き
、
朝
食
後
八
時
過
ぎ
に
出
発

し
ま
し
た
。
先
生
二
名
、
現
役
四
名
、O

B

三
名
の

総
勢
九
人
の
部
隊
で
す
。
同
期
の
杉
野
弘
恭
君
も

O
B

の
一
人
で
す
。
大
谷
原
あ
た
り
か
ら
は
、
右
手

に
は
雪
を
か
ぶ
っ
た
天
狗
か
ら
五
竜
に
続
く
稜
線

が
、
正
面
に
は
鹿
島
南
峰
、
布
引
岳
が
く
っ
き
り

と
見
え
て
、
素
晴
ら
し
い
春
山
山
行
を
予
期
さ
せ

る
に
充
分
で
し
た
。
大
冷
沢
に
入
り
正
面
に
爺
ヶ

岳
が
大
き
く
見
え
て
く
る
と
間
も
な
く
、
正
午
過

ぎ
に
は
西
俣
出
合
に
着
き
ま
し
た
。
残
雪
は
ま
だ

二
〜
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。

の
ん
び
り
と
昼
飯
を
食
っ
て
か
ら
例
に
よ
っ
て

雪
固
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
切
り
、
天
幕
の
設
営
を
す
る

傍
ら
、
現
役
を
高
千
穂
平
ま
で
の
ル
ー
ト
偵
察
に

出
し
、
残
っ
た
者
は
夕
食
の
支
度
で
す
。
や
が
て

戻
っ
た
偵
察
隊
を
加
え
て
五
時
前
に
は
賑
や
か
に

夕
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
津
高
校
山
岳
部
は
、

先
輩
に
よ
る
し
ご
き
や
学
年
間
の
荷
重
の
差
別
が

な
く
非
常
に
家
族
的
な
ク
ラ
ブ
で
、
な
お
か
つ
料

理
好
き
の
女
子
部
員
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
夕
食

は
美
味
く
て
楽
し
い
こ
と
で
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
食
事
も
済
ん
で
六
時
頃
後
片
付
け
と
な

り
ま
す
。
暖
房
の
た
め
に
天
幕
の
中
で
ず
っ
と
付

け
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
ホ
エ
ブ
ス
は
す
っ
か
り
熱

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
某
君
が
ガ
ス
を
止
め
る
た

め
に
減
圧
弁
を
弛
め
た
の
で
す
が
、
プ
ス
プ
ス
言

っ
て
火
が
消
え
て
も
な
お
霧
状
の
ガ
ス
が
吹
き
出

す
の
で
、
減
圧
を
急
い
だ
彼
が
ポ
ン
プ
の
バ
ル
ブ

を
弛
め
た
と
こ
ろ
内
部
の
高
圧
か
ら
開
放
さ
れ
た

熱
い
ガ
ソ
リ
ン
が
隙
間
か
ら
吹
き
出
し
て
一
条
の

水
の
よ
う
に
私
に
注
ぎ
か
か
っ
た
か
ら
た
ま
り
ま

せ
ん
。
あ
っ
と
言
う
間
に
天
幕
の
中
の
ロ
ー
ソ
ク

で
引
火
し
て
中
は
火
の
海
、
入
り
口
に
い
た
私
は

火
だ
る
ま
に
な
っ
て
外
へ
転
げ
落
ち
ま
し
た
。
そ

の
時
室
内
に
は
六
人
い
た
が
、
出
火
と
同
時
に
外

の
者
が
天
幕
を
倒
し
て
消
火
し
て
く
れ
た
の
と
、

夏
用
テ
ン
ト
だ
っ
た
た
め
下
を
く
ぐ
っ
て
逃
げ
出

せ
た
の
で
、
他
の
五
人
は
髪
の
毛
が
焦
げ
た
程
度

で
済
ん
だ
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
山
行
は
即
時
中
止
撤
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退
と
な
り
ま
し
た
。
和
泉
さ
ん
と
い
う
猛
者
のO

B
が
、
翌
朝
タ
ク
シ
ー
に
大
谷
原
ま
で
き
て
も
ら
う

予
約
を
す
る
た
め
に
、
夜
七
時
に
天
幕
を
出
発
し

て
走
り
続
け
て
鹿
島
部
落
を
往
復
し
十
一
時
に
は

も
う
戻
っ
て
き
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
翌

日
は
杉
野
君
も
一
緒
に
三
人
で
早
朝
に
出
発
し
て

朝
一
番
に
大
町
の
外
科
医
の
扉
を
た
た
き
ま
し
た
。

火
傷
の
個
所
は
顔
面
右
側
と
右
手
甲
で
す
が
、
雪

で
無
意
識
に
消
し
た
せ
い
か
、
幸
い
に
も
火
傷
は

大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
顔
中
包
帯
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
た
の
で
、

帰
る
電
車
の
中
で
は
人
目
に
つ
い
て
本
当
に
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
現
役
の
合
宿
の
面
倒
を
見
る
つ
も

り
で
行
っ
た
の
に
逆
に
彼
ら
に
え
ら
い
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
す
る
と
共
に
、

今
で
も
思
い
出
す
度
に
恥
ず
か
し
く
て
冷
や
汗
が

で
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
こ
の
事
件
以
降
、
私
個
人

の
携
帯
コ
ン
ロ
に
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

二
　
ラ
ー
メ
ン
と
ロ
ー
ソ
ク

上
記
の
悪
夢
が
ま
だ
残
る
七
月
に
京
大
山
岳
部

か
ら
ラ
ー
メ
ン
さ
ん
、
岩
瀬
時
郎
君
、
杉
野
弘
恭

君
と
私
の
四
人
で
針
の
木
か
ら
笠
岳
ま
で
縦
走
し

た
時
の
話
で
す
。
大
阪
を
夜
行
の
準
急
「
ち
く
ま
」

で
出
発
し
京
都
で
ラ
ー
メ
ン
さ
ん
と
合
流
、
翌
朝

黒
四
ダ
ム
関
電
事
務
所
か
ら
専
用
バ
ス
に
便
乗
し

て
距
離
を
か
せ
ぎ
、
大
沢
出
合
か
ら
歩
き
出
し
ま

す
。
針
の
木
雪
渓
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
延
々
と
続
き
、

結
局
六
時
間
か
か
っ
て
峠
に
つ
き
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
は
大
部
分
が
慶
応
の
ワ
ン
ゲ
ル
に
占

領
さ
れ
て
い
た
た
め
小
屋
よ
り
か
な
り
下
の
じ
め

じ
め
し
た
不
潔
な
所
に
テ
ン
ト
を
張
り
ま
し
た
。

午
前
中
続
い
た
雨
の
た
め
木
は
す
べ
て
湿
っ
て
お

り
全
然
火
が
付
か
ず
夕
飯
は
か
な
り
遅
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
晴
れ
、
心
も
軽
や
か
に
蓮
華
岳
を
越

え
昼
前
に
は
北
葛
岳
到
着
、
更
に
快
適
に
七
倉
岳

を
過
ぎ
て
船
窪
小
屋
に
着
い
た
の
は
二
時
過
ぎ
で

す
。
小
屋
の
横
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
夕
食
を
済
ま

せ
た
と
こ
ろ
で
小
屋
開
き
に
招
待
さ
れ
、
小
屋
主

の
お
嬢
さ
ん
（
確
か
福
島
寿
子
さ
ん
）
か
ら
「
白

馬
錦
」
を
一
杯
と
タ
ケ
ノ
コ
の
缶
詰
め
、
ア
ザ
ミ

の
味
噌
汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
美
味
か

っ
た
こ
と
。
三
日
目
は
強
い
風
雨
で
や
む
な
く
沈

殿
。
四
日
目
は
晴
れ
、
船
窪
岳
か
ら
不
動
岳
、
南

沢
岳
と
ゆ
る
や
か
な
稜
線
を
満
喫
し
な
が
ら
の
ん

び
り
歩
い
た
た
め
、
烏
帽
子
小
屋
の
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
に
は
日
暮
れ
て
六
時
半
に
到
着
。
雲
海
が
素

晴
ら
し
く
、
餓
鬼
岳
や
燕
岳
を
島
々
の
よ
う
に
眺

め
な
が
ら
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

五
日
目
は
昨
日
の
反
省
か
ら
早
起
き
し
た
つ
も

り
が
出
発
は
結
局
六
時
五
〇
分
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
三
ツ
岳
の
山
腹
を
巻
い
て
野
口
五
郎
、

水
晶
小
屋
跡
と
前
進
し
爺
父
岳
に
は
二
時
前
に
到

着
。
こ
の
頃
か
ら
ガ
ス
に
巻
か
れ
て
広
い
頂
上
で

道
を
見
失
い
ま
し
た
が
、
見
当
を
つ
け
て
岩
の
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
た
と
こ
ろ
を
下
っ
て
行
く
と
日
本
庭
園

と
ス
イ
ス
庭
園
の
中
間
地
点
に
出
た
の
で
、
こ
こ

を
今
夜
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
と
し
ま
す
。
雲
の
平

の
ど
真
ん
中
で
幕
営
す
る
な
ん
て
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。

三
時
過
ぎ
か
ら
夕
食
の
準
備
に
か
か
り
ま
し
た

が
、
少
し
前
か
ら
降
り
出
し
た
大
雨
の
た
め
又
ま

た
薪
が
芯
ま
で
濡
れ
て
い
く
ら
燃
や
し
て
も
燃
え

ま
せ
ん
。
や
む
な
く
テ
ン
ト
の
中
で
地
べ
た
に
ロ

ー
ソ
ク
を
四
本
立
て
て
更
に
非
常
用
の
携
帯
燃
料

も
着
火
し
て
周
囲
に
飯
盒
を
三
つ
寝
か
せ
て
そ
の

上
に
ナ
ベ
を
お
い
て
炊
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
献
立
は
す
る
め
の
揚
げ
天
入
り
の
ラ
ー
メ

ン
で
す
。
低
温
で
ぐ
つ
ぐ
つ
長
時
間
煮
た
た
め
に
、

出
来
上
が
っ
た
頃
に
は
麺
は
す
っ
か
り
伸
び
る
は
、

す
る
め
か
ら
剥
が
れ
て
分
離
し
た
衣
は
ど
ろ
ど
ろ

に
溶
け
る
は
、
で
散
々
で
し
た
が
味
は
最
高
で
し

た
。な

お
こ
の
時
の
ラ
ー
メ
ン
さ
ん
の
風
貌
は
、
不

精
ヒ
ゲ
を
生
や
し
、
離
れ
た
眉
毛
は
八
の
字
、
髪

の
毛
は
ボ
サ
ボ
サ
で
い
か
に
も
ラ
ー
メ
ン
屋
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。「
お
い
、
ラ
ー
メ
ン

屋
！
」、「
へ
い
！
」、「
ラ
ー
メ
ン
く
れ
」、「
あ
の

う
、
こ
こ
は
山
の
上
な
ん
で
材
料
が
お
ま
へ
ん

が-----

」、「
馬
鹿
野
郎
！
！
」
と
い
う
よ
う
な
会
話

が
か
わ
さ
れ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
多
分

こ
の
頃
に
は
既
に
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
あ
だ
名
は
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

又
、
お
気
づ
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

山
行
で
は
ホ
エ
ブ
ス
や
ラ
ジ
ウ
ス
は
全
く
出
て
き

ま
せ
ん
。
当
時
の
部
室
の
装
備
に
は
何
台
も
あ
っ

た
の
に
何
故
誰
も
持
参
し
な
か
っ
た
の
か
私
も
全

然
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
薪
で
炊
く
の
が

本
当
の
山
男
だ
な
ん
て
言
う
「
美
学
」
が
あ
っ
た
11



の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
鹿
島
槍
の
こ
と

が
脳
裏
に
あ
る
私
が
敬
遠
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
現
代
で
は
、
非
常
に
小
さ
く
て
軽
い
コ
ン
ロ

が
低
価
格
で
何
種
類
も
市
販
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る
に
付
け
本
当
に
隔
世
の
感
が
し
ま
す
。

六
日
目
も
朝
か
ら
雨
で
し
た
が
、
雲
の
平
散
策

の
あ
と
爺
父
沢
源
流
か
ら
三
俣
蓮
華
小
屋
で
し
ば

し
雨
宿
り
。
こ
の
小
屋
は
う
す
汚
く
て
旅
情
が
全

く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
小
屋
か
ら
一
旦
登
っ
て
し

ば
ら
く
下
る
と
双
六
小
屋
に
二
時
半
到
着
。
先
程

の
小
屋
と
は
対
照
的
に
紫
の
屋
根
の
映
え
る
二
階

建
て
の
き
れ
い
な
小
屋
で
し
た
。
七
日
目
も
雨
で

一
日
中
沈
殿
。
夜
八
時
頃
救
助
を
求
め
るC

A
LL

が

遠
く
か
ら
聞
こ
え
た
の
で
、
旧
道
と
新
道
と
二
手

に
分
か
れ
て
大
沼
乗
越
へ
向
か
い
ま
し
た
。
結
局

遭
難
者
が
見
つ
か
っ
て
小
屋
へ
帰
り
着
い
た
の
は

深
夜
の
一
一
時
一
五
分
で
す
。
雨
と
ガ
ス
の
中
を

道
に
迷
っ
た
よ
う
で
す
。

八
日
目
は
、
や
は
り
雨
模
様
の
中
を
双
六
小
屋

か
ら
抜
戸
下
を
通
っ
て
笠
ヶ
岳
山
荘
で
一
泊
し
、

久
し
ぶ
り
に
暖
か
い
小
屋
で
お
い
し
い
小
屋
食
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
翌
九
日
目
は
最
終
日
、
笠
ヶ

岳
か
ら
い
よ
い
よ
下
山
で
す
。
山
麓
の
蒲
田
川
荘

で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
っ
て
汗
を
流
し
た
あ
と
、

笠
ヶ
岳
山
荘
でK

D
D

の
人
か
ら
速
達
を
頼
ま
れ
て

い
た
の
で
神
岡
回
り
で
高
山
駅
へ
出
て
投
函
し
、

既
に
列
車
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
塩
瀬
先
輩
宅

で
一
晩
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
そ
の
節
は
塩
瀬

先
輩
の
留
守
中
に
勝
手
に
お
世
話
に
な
り
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
翌
日
は
せ
っ
か
く
来
た
か
ら

と
い
う
訳
で
ゆ
っ
く
り
高
山
見
物
を
し
て
、
大
阪

へ
無
事
帰
り
着
い
た
の
は
十
日
目
の
夕
方
五
時
頃

で
し
た
。

以
上
駆
け
足
で
四
〇
年
昔
の
山
行
文
を
綴
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
以
っ
て
自
己
紹
介
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
九
月
一
四
日
受
理
）

訃
報本

日
、
村
山
弘
治
会
員
の
訃
報
が
入
り
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
八
月
二
〇

日
夕
刻
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

喪
主
は
、
奥
様
　
村
山
直
美
さ
ん
で
す

編
集
記

こ
の
何
年
か
関
東
に
在
住
し
て
い
る
会
員
が
集

ま
り
、
関
東
グ
ル
ー
プ
登
山
を
年
に
数
回
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
夏
に
は
笹
ヶ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
に
集
ま

り
、
そ
こ
か
ら
八
月
四
日
に
岩
瀬
、
清
水
、
沖
津

の
三
名
で
天
狗
・
金
山
を
目
指
し
ま
し
た
。
乙
女

山
峠
を
少
し
下
っ
た
標
高
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地

点
か
ら
登
り
始
め
る
登
山
道
は
お
お
む
ね
整
備
も

よ
く
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
快
適
な
登

り
で
し
た
。
途
中
で
出
会
っ
た
地
元
の
方
の
話
で

は
、
そ
の
方
の
所
属
し
て
ら
れ
る
建
設
会
社
が
、

登
山
道
を
毎
年
整
備
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
頂
上
近
く
か
ら
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、

つ
い
に
雷
鳴
が
轟
く
ほ
ど
の
情
況
で
は
無
理
は
許

さ
れ
ず
、
金
山
を
目
前
に
し
て
天
狗
が
原
を
越
え

た
地
点
で
退
却
し
ま
し
た
。
帰
路
は
雷
鳴
と
夕
立

に
追
い
立
て
ら
れ
、
ぬ
か
る
ん
だ
急
斜
面
を
駆
け

下
り
た
の
で
す
が
、
山
岳
部
時
代
な
ら
よ
く
あ
っ

た
山
行
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

と
こ
ろ
が
翌
日
か
ら
激
し
い
筋
肉
痛
に
見
舞
わ

れ
、
少
な
く
と
も
一
週
間
以
上
も
歩
行
に
難
渋
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
両
膝
を

傷
め
鍼
灸
師
に
治
療
を
受
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、

今
な
を
完
治
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足
と
い
う
よ
り
も
、

自
分
が
そ
の
よ
う
な
肉
体
年
齢
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
す
べ
き
現
象
な
の
で
し
ょ
う
。
連
載
中

の
「
教
育
的
登
山
論
」
を
読
者
の
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
き
、
安
全
な
登
山
の
た
め
に
ぜ
ひ
役
だ
て

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
笹
ヶ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
で
の
夏
休
み
は
す
ば
ら

し
い
体
験
で
し
た
。
岳
友
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、

深
夜
ま
で
歌
を
唱
い
学
生
時
代
に
回
帰
し
た
よ
う

な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。沖

津
文
雄

12

編
集
委
員

沖
津
文
雄
、
吹
田
啓
一
郎
、
竹
田
晋
也

発
行
日

二
〇
〇
〇
年
十
月
二
〇
日

発
行
所

京
都
大
学
学
士
山
岳
会

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
工
学
部
建
築
系

吹
田
啓
一
郎
　
気
付

製
　
作

京
都
市
北
区
小
山
西
花
池
町
一
―
八
　

（
株
）
土
倉
事
務
所


